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J，S、バッハ《パルティータ第婚》昼WV繊についての一考察

島畑　　斉＊

　　　　　　　　　　H1tosh1SHIMAHATA

Eme　Stud1e　uber　Part1ta　Nr2BWV826von　J　SBach

［キーワード：J．S．バッハ，パルティータ，演奏法コ

I，はじめに

　rパルティータPartita」という語は，本来はイタリア

の一種の変奏曲を意味していたが，その後次第に組曲を

意味する語としても使うようになっていった。J．S．バッ

ハ（Johann　Sebast1an　Bach，1685－1750）は，そのパ

ルティータという名称を用いて，舞曲を中心とした《6

つのパルティータ・クラヴィーア練習曲第1部Sechs

Part1ten，Erster　Te11der　K1av1erubung》BWV825－830

（以下《パルティータ》という）を1726年から1731年に

かけてライプツィヒで作曲した。筆者は，1999年12月に

開催した自身のピアノ・リサイタル1）において，その中

から《パルティータ第2番》BWV826を取り上げて演
奏した。《パルティータ》を取り上げた理由はいくつか

あるが，主なものは，この曲集がバッハのクラヴィーア

作品を大まかに分けたうちの，広い意味での組曲という

作品グループに属しているからである。つまり，《イギ

リス組曲Eng11sche　Su1ten》BWV806－811，《フラソス

組曲Franzos1sche　Su1ten》BWV812－817などと同様の，

舞曲が組み合わされた曲集のグループであり，これらの

組曲が《平均律クラウィーア曲集》BWV846－869，870－

893をはじめとする対位法的作品グループのフーガとと

もに，バロック時代における重要な器楽形式の一つとな

っているからである。しかし，組曲であるにもかかわら

ず，《パルティータ》のタイトルには「組曲Suite」とい

う呼称は一切使われてはいない。《イギリス組曲》や《フ

ラソス組曲》が共に明確な「組曲Suite」であるのに対し，

一方の《パルティータ》はそれらとはやや異なった特徴

を持ち合わせている。それは曲の配列に見ることができ

る。そこで，まずJ．S．バッハの《パルティータ》の特色

を整理してみる。

　バッハの時代の標準的な組曲に見られる基本的な楽曲

配列は，性格の異なった4種のスタイルの舞曲から構成

されていた◎つまり，アルマソドA11emande一クーラソ

トCourante一サラバソドSarabande一ジーグGigueであ

る。そして，サラバソドとジーグの問には様々なスタイ

ルの舞曲が1曲ないし数曲，任意に挿入されるのが通常

であった。それらは，例えはカボソトGayotte，ポロネー

スPoIona1se，メヌェソトMenuet，ブーレBourree，パ

スピェPasspi6d，アソグレーズAng1oise，ルール

Loure，エールAirなどである。また，アルマソドの前

には《イギリス組曲》の前奏曲Pr61udeのように，舞曲

形式によらない楽曲が配置されることもあった。

　これら配列の点を《パルティータ》に照らし合わせて

みると，まず基本配列については，全6曲中第2番を除

く5曲がアルマソドークーラソトーサラバソドージーグ

と，標準的な組曲と同様の構成になっている、次に，ア

ルマソドの前の冒頭曲については，第1番・前奏曲

Prae1ud1um，第2番シソフォニアSmfon1a，第3番

ファソタジアFantasia，第4番・序曲Overture，第5番

　前奏曲Praeambu1um，第6番　トッカータToccataと，

各曲共に舞曲以外の様々な楽曲が置かれているが，いず

れも《イギリス組曲》の前奏曲と同様の意味で位置づけ

られているので，この点はさほど問題ではない。重要な

点は，サラバソドの前後に挿入された楽曲にある。第4

番と第6番のサラハソドの前にはアリアAr1aが，第2番

のサラバソドの後にはロソドーRondeaux，第3番はブ

ルレスカBur1esca，スケルツォScherzoといった舞曲以

外の楽曲が置かれていること。さらには，第5番のテソ

ポ　ティ　メヌェットTempo　d1Menuetta，第6番の

テソポ・ディ・ガボットTempo　di　Gavottaといった本

未のメヌェットやガポットそのものとはではなく，メヌ

エットやガポットのかたちを借りた楽曲が置かれている
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．こと。以上のように，《パルティータ》には一般的な組

曲とはやや異なる試みが盛り込まれていたのである。と

りわけ《第2番》については，まず第1曲目に，べ一トー

ヴェソ（L．v．Beethoven，1770－1827）《ピアノ・ソナタ

第8番》Op．13の第1楽章へ通じるようにも思える，フ

ラソス風序曲のスタイルによるシソフォニア。そして5

曲目に，舞曲形式によらないロソドーの挿入。さらに終

曲に，ジーグではなくカプリッチョの配置と，その構成

は他に例を見ない。ここにJ．S．バッハの自由で新しい作

曲への挑戦が感じられた。

　そこで，本稿においては筆者自身のリサイタルヘ向か

う中で検討した《パルティータ第2番》の演奏に関わ

る問題点をまとめてみた。それは，各曲のテソポとアー

ティキュレーショソの実際例，そして，楽譜に書かれて

いる様々な音符や装飾音などの記号についてである。こ

れら以外にも当然，構造分析，運指法，各部の音色，強

弱，アゴーギク，レジストレーショソなどの点も検討し

たが，ただ本稿に全てを取り入れるには余りにも膨大な

ものとなるため，今回は断念せざるを得なかった。とり

わけ，音色や強弱などを文章によって説明するのは抽象

的な表現となりやすく，受げ取り方によって様々に異な

るイメージを持つであろう。強弱についても同様である。

これらについてはあくまで演奏において説明されるもの

と考えた。

　使用した楽譜は，《新バッハ全集・6つのパルティー

タ》（1976，以下NBAと略記）2）である。その理由は，

新バッハ全集においては，J．S．バッハの作品に関わる資

料の全てが厳密に比較・調査されており，その校訂報告

も印J書きのような簡単なものではなく，非常に詳細な『批

判報告』という別冊のかたちによって，校訂の全ての過

程がもれなく提供されているからである3）。ただ，いわ

ゆる実用版とは異なり，そこにはアーティキュレーショ

ソや装飾音の奏法例などが示されていない。そのため，

次のような楽譜の内容も参考にした。それらは，3種類

の原典版，『ヘソレ版』（1979，以下HU），『ブダペスト

版』（1980，以下EMB），『ウイーソ原典版』（1993，以

下WU）である4）。また，テソポとアーティキュレーシ

ョソの検討のためには，校訂版5）とCD，レコード6）に

よる演奏も併せて参考にした。

皿。《パルティータ第2番》BWV搬の考察

第1曲シン7オニア
テンポとアーティキュレーションについて

［1】一［7］7）Grave　adag1o

　本稿で参考にした著書および楽譜の各々で提案されて

いるテソポと，CD，レコードで演奏されているテソポ

をまとめると，遅いほうから順に次のようになる8）。

♪：46－48

♪；±48

♪＝50－60

♪＝±52

♪：±56

♪：±60

♪＝63－69

♪＝66

♪：±66

♪＝±72

♪＝76

J＝±40

♪＝88

♪＝±88

♪＝±108

ニコラーエワg）

ソコロフ10）

ラソドフスカ11）

ワイセソベルク12）

リヒター13）

ピノック14），アラウ15）

アルゲリッチ16）

ケラー17）

レオソハルト18）

アクセソフェルト19〕

ブゾー二20）

ボドキー21）（♪＝±80）

ビショツフ22）

グールド23）

デームス24）

　Grave　adag1oでは，最も速いテームスと最も遅いニ

コラーエワとでは2倍もの開きとなっているが，この箇

所はg”ωθの指示通り，荘重で幅広い表現を目指したい。

♪＝±108ではg舳θの意味する重厚さというよりは，む

しろ軽快さや躍動感を伴ってしまう。一方，♪＝±46で

は重すぎて音楽の流れが滞るように思える。そこで，筆

者は♪＝±66を自身の適切なテソポととらえて演奏した。

　また，アーティキュレーショソというよりはリズムに

関わる間題として，付点リズムの奏法があげられる。こ

の部分はNBAでは譜例1－Aのように記譜されている。

CD等の演奏では，チェソハロ奏者についてはリヒター

を除くほとんどの奏者が譜例1－Bのような複付点リスム

で演奏しているのに対して，ピアノ奏者の方はテームス

とアラウが複付点で奏しているだけで，他のグールド，

アルゲリッチ，ソコロフ，ワイセソベルク，ニコラーエ

ワは記譜通りのリズムで奏している。つまり，ピアノ奏

者の方が複付点リズムによる演奏が少ないのだが，楽譜

に記譜された付点リズムは，ケラーやボドキーがすすめ

ているように，バッハの時代の慣習的なリズム変更によ

って，複付点リズムのrフラソス序曲風」で奏する必要

がある。そして，rフラソス風」をさらに特徴づけるた

めにも，付点リズムは鋭く奏されなければならない。

［8］一［29］andante

　　♪＝±66　　　ラソドフスカ

　　♪＝80　　　　ケラー

　　♪＝±84　　　アラウ

　　♪＝±88　　　アクセソフェルト



♪＝±96

♪昌±100

♪＝104

♪＝±104

♪＝104－108

♪：108

♪：±108

♪＝108－112

♪：±112

J＝±60

ピノック

ソコロフ，ニコラーエワ

ブゾーニ

レオソハルト

アルゲリッチ

ビショッフ

ピノック，デームス

ワイセソベルク

リヒター

ポドキー（♪：±120）

島畑　斉

　α〃α肋の部分は上声部が旋律的なかたちで書かれて

いることから，ケラーは〃伽0，歌うように奏すること

を提案し，rウァイオリソと通奏低音のための曲」と述

べている。つまり，ヴィオラ・ダ・ガソバによる8分音

符の歩みの通奏低音に乗って表情豊かに歌うヴァイオリ

ソ，このような楽器編成をイメージした演奏である。テ

ソポは速すぎず，かといって重く粘らないようゾ自然に

前進するような速度を考え，筆者は♪＝±104で取り組
んだ。

　アーティキュレーショソについては，ポドキーは右手

を榊o〃o　Zθ鮒o，左手の8分音符をσ㈱ク16鮒oで奏する

ように提案。またCD等では，右手についてはチェソバ

ロ奏者，ピアノ奏者共に1θgα玄0で奏しているが，一方，

左手の8分音符については，チェソハロ奏者は皆1θgα一

云o。ピアノ奏者の方は，8肋6α云oのクー1レド。力o肋oのア

ルゲリッチ，ソコロフ，ニコラーエワ。Z螂云0に近い力0作

〃0のアラウ。Zθgα〃0のワイセソベルクと，様々なアー

ティキュレーショソが見られる。校訂楽譜では，左手に

ついてブゾー二版カサ0プ肋0の指示，市田版が「ポルター

トのタッチで均等な歩み」の提案をしている◎以上を踏

まえて，筆者は譜例2のように，右手については6α肋一

舳θを目指してZ昭αチoで，また左手の通奏低音について

は，右手にやや対比をつける意味で力oプ肋oで演奏した。

［30］｛91］a11egro

　　J＝±100　　　ボドキー，アクセソフェルト

J＝±104

J＝104－108

J＝108

J＝108－112

J＝112

J＝±112

J＝±116

J＝126

J＝±126

J＝126－132

アラウ

ラソドフスカ

ケラー

レオソハルト

ビショッフ（A11egro　moderato）

リヒター，ピノック，デームス

ソコロフ

ブゾー二（A11egro　vivace）

ニコラーエワ

アルゲリッチ
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　　J＝±132　　　グールド

　　J；132－144　　ワイセソベルク

　最も速いのはワイセソベルクだが；J＝132からJ＝

144までテソポに幅があるのはアゴーギクによ1るもので

はない。演奏が進むにつれて加速しているのである。何

度聴いても音楽的な表現を目指しているというよりは，

むしろ演奏が崩れて行っているようにしか思えないた

め，これを参考にするのは取りやめた。本部分でのαz－

1召gωの指示，およひ8分音符と16分音符を中心とする

活発な動きに満ちた曲の性格から，筆者はJ：±126を

自身の適切なテソポととらえて演奏した。

　アーティキュレーショソについては，譜例3のように

ポドキーはrはじめの3つの音，第2小節のはじめの5

つの音，第3小節の終わりの4つの音などにはスラーを

かけ，その他は8分音符を∫肋㏄α云o，16分音符をα舳3z

16gα〃oにする」と提案しており，ブゾー二版，ビショッ

フ版でも同様のアーティキュレーションとなっている。

またCD等では，8分音符についてはチェソバロ，ピア

ノを間わず皆8肋6α云oで奏している。しかし，16分音符

を1θg肋，もしくはZ昭肋に近いアーティキュレーショソ

で奏しているのが，チェソハロ奏者ではラソドフスカ，

レオソハルト，アクセソフェルト。また，ピアノ奏者で

はソコロフとアラウ。一方，仰0拠Z螂玄0で奏しているの

が，チェソハロ奏者ではリヒターとピノック。ピアノ奏

者ではグールド，デームス，アルゲリッチ，ワイセソベ

ルク，ニコラーエワとなっており，16分音符の奏法につ

いてはZθ鋤oと〃o〃Zθ鋤oの二通りに分かれている。1螂一

〃0はどちらかというと緩やかなテソポや歌うような曲に

適しており，この部分のようなα〃螂oという快活な曲想

が求められる曲においては，市田版が提案する「16分音

符はノソレガートで」か，またはZ螂オ0に近い〃0例Z螂一

玄oが適していると思われる。筆者は，8分音符を8肋6α一

玄o，16分音符を〃o〃1螂オoで演奏した。

楽譜中の昔符と記号について

［51バス声部2拍目，4分昔符Asへの卯

　NBA，HU，EMB，WUの各版には卯が記されてお
り，奏法は譜例4のようになる。

［211上声部最初の32分音符

　NBA，HU，EMB，WUの各版は，譜例5－Aのよう
にこの音をC3としているが，これら以前の版では，譜例

5－Bのようなb2となっていた。r元来はb2で，G23－26で

c3へ訂正された」というNBAの批判報告25）や，「（b2は）

オリジナル楽譜の彫版の誤りに起因している」という

WUの注解26）による指摘のように，ここはc3で奏した方

がよいだろう。
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　興味深い点は，c3とb2のいずれの音を奏しているのか

によって，CDの演奏家が使った楽譜を推測する手掛か

りとなることである。本稿で参考にした中では，アラウ

だけがc3で演奏しており，その他は全てb2であった。ア

ラウの録音は1991年。それに対してNBAは1976年，HU

は1979年，EMBは1980年，WUは1993年の出版である

ので，アラウの録音にWUを使用するには間に合わない。

NBA，EMV，HUのいずれかを使用した可能性がある。

この点については第6曲カプリッチョの［6］においてさ

らに具体的になる。

［231上声部2拍目の鮒

　NBA，HU，EMB，WU各版は譜例6－Aのようにg2
とfis2をスラーで結んでいる。この紳はプラルトリラー

として譜例6－Bのように奏される。なお，［90］上声部3

拍目のプラルトリラーも本箇所と同様の奏法である。

［28π291WUに記されているallegro，adaglo

　WUの注解では，a11egroとadagioの速さの表示はrG

25において赤イソクによって書かれている」と説明され

ている。他の版にこれらは見られない。

［291上声部4拍目，付点4分昔符fis1昔へのトリル

　このトリルは，NBA，HU，EMBでは譜例7－Aのよ

うな卯（NBAとEMBは括弧付き）として，またWUで

は譜例7－Bのような開始前打音（垂直線による記号）け

きのトリルとして記されている。NBAの批判報告によ

ると，このトリルは「G25だけに見られる」記号と指摘

されている。いずれにせよ，本箇所はG－durのカデソツ

であるので何らかのトリルが必要とされる。奏法は譜例

7－Cのようになる。

［771上声部3拍目，付点8分昔符e2への榊

　NBA，HU，EMB，WU各版には紳が記されている。

奏法は譜例8のようになる。

第2曲アルマンド

テンポとアーティキュレーションについて

J＝44－48

J＝±46

J＝±52

J＝±54

J＝±56

J＝±63

J＝±66

J＝69－72

J＝76
J＝80

ラソドフスカ

レオソハルト

アクセソフェルト

ピノック

ニコラーエワ

グールド，デームス，アルゲリッ

チ，ソコロフ

アラウ，島畑

ワイセソベルク

ケラー

フソー二（Andante　con　moto）

　　J＝±80　　　ポドキー，一リヒター

　　J：88　　　　ビショッフ（A11egretto）

　このアルマソドの特色は抽子にある。つまり，第2番

以外の《パルティータ》はもちろん，《イギリス組曲》

BWV806－811，《フラソス組曲》BWV812－817，《組曲A－

dur》BWV832，《2つのアルマソドg－mo11》BWV836／837

のアルマソド，さらには，よく知られている《無伴奏ヴ

ァイオリソのための3つのパルティータ》BWV1O02／

1004／1006をはじめ，《無伴奏チェロ組曲》BWV1007－

1012，《無伴奏フルートのためのパルティータa－mo11》

BWV1013，《リュート組曲e－mo11》BWV996のアルマソ

ドにおいても，その拍子はC（14／4）で書かれている。φ

（2／2）によるアルマソドは，他にはおそらく《リュート

組曲g－mo11》BWV995くらいではないだろうか。ただ，

本曲は碓で書かれているとはいえ，「半小節で区切られ

た動機とその動機に合った旋律の流れを示している」と

アクセソフェルトが指摘するように27），実際に碓の抽

子感で秦すると16分音符の流れがとても速い印象に聞こ

える。そうした場合，第1曲シソフォニアのa11egroか

ら第3曲クーラソトまでの各曲を結ぶテソポはr急一急

一急」のような関係となり，本来「中庸な速さ」で奏さ

れるべきアルマソドの性格が薄められるように思える。

したがって，「急一中速一急」gかたちとなるためには，

他の作品のアルマソドと同様に碓の拍子感による「中庸

な速さ」を目指さなければならない。以上を踏まえて，

筆者はJ＝±66のテソポで演奏した。

　アーティキュレーショソについては，ボドキーやブ

ゾー二はZ螂〃oで奏するように提案している。CD等の演

奏でも，チェソハロ奏者は全体をほほ1θg肋。またピア

ノ奏者も曲全体のとらえ方は1θg肋であるが，［5］一［6］と

［23H26］の通奏低音については，いずれかまたは両箇所

を力o物〃oで奏している。筆者も全体については1螂玄oを

基本とし，通奏低音は力o肋oで演奏した。

楽譜中の昔符と記号について

川のアウ7タクト，16分昔符as2－g2－f2のg2への榊

　この紳はNBA，EMB，HUには記されておらず，
WUだけに見られる記号である。WUの注解によると，

「後から手で書き加えられた」と説明されているが，詳

細は不明◎このような鮒は［18］のアウフタクト，as2－92

－f2のg2についても見られる。なお，WUには［171のア

ウフタクト，eSLd2－C2のd2にも同様の牌が記されている。

［21上声部3拍目，付点8分昔符h1へのトリル

　NBA，EMB，HUでは脚，WUでは「榊から開始前
打音付きトリルヘの変更はG25において」と説明され，

開始前打音（垂直線による記号）付きのトリルが記され



島畑

ている。NBAに従うと，譜例9のような奏法となる。

醐中声部3拍目，8分音符b1への伸

　この柳もNBA，EMB，HUには見られない。WUだ
けに示されている記号である。WUの注解では「伸はG

25による」と説明されている。

［91一［101各小節の上声部，1拍目および3拍目の紳

　以前の版では，牌が付けられた各音符とその直前の音

符との問にスラーが付けられていなかったので，通常の

トリルとして奏される場合が多かったが，現在の

NBA，HU，EMB，WU各版は譜例10－Aのように各音
符をスラーで結んでいるので，譜例10－Bのようにプラル

トリラーとして奏される。

口61上声部2拍目，8分昔符b1への前打昔c2

　WUでは，「G25だけに見られる」として，16分音符

の前打音c2が記されている。同様に，［82］2拍目の8分

音符es2への前打音f2についてもWUだけに記されている。

1221上声部3拍目，4分昔符f2への伸

　WUでは，「伸はG25による」として，柳が記されて

いる。NBA，HU，EMBには見られない。

1261上声部4拍目，8分音符d2への装飾昔

　NBA，EMB，HUでは譜例11－A左のような後打音付

きのトリルが，WUでは譜例11－B左のような馳が記され

ている。WUの注解ではNBAと同様の後打音付きトリ

ルで奏した場合，「平行5度になる」と指摘している。

たしかに，譜例1i－A中のように奏した場合には平行5

度が感じられるが，譜例11－A右のように奏した場合で

は間題がない。一方，譜例11－B中のような斜としての

WUの奏法28）では，下声部との問に明らかな平行5度

が生じる（g／d2→f／c2）。この平行5度を避けるためには，

譜例il－B右のように，はじめの3つのes2－d2－c2を32分

音符の3連符で，そして最後のd2を16分音符で奏する他

は無いであろう。

［311上声部fis2への鮒

　NBA，HU，EMB，WUの各版には柵が記されてお
り，その奏法は譜例12のようになる。

第3曲クーラント

テンポとアーティキュレーションについて

J＝±50

J＝±54

J＝±56

J＝±58

J二120

J＝±63

J＝132

ラソドフスカ

アラウ

アクセソフェルト

リヒター

ビショソフ（A11egro　moderato）

レオソハルト，ニコラーエワ

ケラー

斉

J＝±66

J：±69

J＝152

J：±76

J＝±80

37

デームス

グールド，アルゲリッチ，ソコロフ

ブゾー二（A11egro　con　fuoco）

ワイセソベルク

ポドキー，ピノック

　以上，約50から80までの開きがあるが，市田版が指摘

するように「あまり速いと重量感が不足する」と思える。

とはいえ50では「重すぎる」のも否めない。ただ，J

＝±50のラソドフスカの演奏はJ：±50ではなく，J

＝±100ととらえて演奏しているようにも聴こえる。し

かしこれでは，3／2抽子で書かれている曲が，6／4拍子に

なるのではないだろうか。いずれにせよ，この判断は

CDの演奏によっているので，1拍の基準音符がどちら

かと断定するのは容易ではないが，楽譜や著書など印刷

物上での記号を比較するとより分かりやすくなる。例え

は，ビショッフ，ケラー，フソー二の楽譜や著書の中で

は，基準音符がJと明示されており，3／2拍子ではなく6

／4拍子を奨めているようにみえる。確かに，このクーラ

ソトの前半と後半，各々の最終小節（［12］および［24］）

では6／4拍子に変更されて書かれている。しかし，それ

は全24小節中の僅か2小節だけの箇所であり，他の都分

は3／2拍子である。仮にブゾー二のJ＝152のようにJを

1拍と感じた演奏をした場合，J＝76のようなJを1拍

とした演奏と比べてせかせかとした落ち着きのないよう

な印象に聴こえるのではないだろうか。メトロノームの

表示上，J＝！52もJ＝76も機械的には同じ意味だが，

記譜された3／2拍子通りにJを1拍で演奏することの方

が，音楽の流れを大きなものとしてとらえることができ

る。そして，流動的でしかも抑揚感のある音型の主楽想

にはふさわしくも思える。以上を踏まえて，筆者はJ

＝±69で演奏をした。

　アーティキュレーショソについては，ポドキーはα鮒

8ク1θg肋，つまりZθ8α〃oのような奏法を提案しているが，

CD等の演奏は細部では各々異なっている◎1螂カoで奏し

ているのは，チェソハロ奏者の全てとピアノ奏者のクー

ルド，アラウ，ワイセソベルク，ニコラーエワである。

一方，4分音符より長い音符を1螂〃o，8分音符や16分

音符の短めの音符を〃0〃1螂左0で奏しているのは，ピア

ノ奏者のテームス，アルゲリッチ，ソコロフである。筆

者は，第2曲目アルマソドに続いて，この曲においても

1θgα〃0で奏したが，アルマソドでの柔らかなタッチによ

るZ昭α左oとは対照的に，個々の音がはっきりと力強い響

きとなるようなZ昭肋を目指した。

楽譜中の音符と記号について

ll1ソプラノ2拍目，4っ目の8分音符c2への前打音d2，
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および同声部3拍目，付点4分音符as2への伸

　これらの装飾音はNBA，EMB，HUでは記されてい
ないが，WUではc2の前に16分音符の前打音c2が，また，

3抽目のas2には伸が付けられている。WUの注解によ

ると，これらの装飾音は「G25のみに見られる」記号と

説明されている。

口H21バス，Cを結ぶタイ

　NBAの批判報告とWUの注解によると，この小節を

またぐタイは「G23に見られる」ものと説明され，

NBA，EMB，HUではタイが記されている。一方，
WUには無い。

121アルト1拍目，3つ目の8分昔符es2への紳

　NBA，EMB，HUには記されていないが，WUでは
榊が付けられている。WUの注解によると，「G25のみ

に見られる」記号と説明されている。

121テノール2拍目，4つ目の8分昔符c1への前打昔d1

　前項目の牌と同様に，NBA，EMB，HUには無い。

WUでは前打音d1が記されている。

［21テノール3拍目，付点4分音符as1への伸

　NBAの批判報告とWUの注解によると，この伸は「G

23，G25，G26にのみ見られる」ものと説明され，

NBA，HU，EMB，WUの各版に採用されている。奏
法は譜例13のようになる。

141ソプラノ1拍目，付点4分昔符hlへのトリル

　このトリルはNBA，EMB，HUでは鮒であるが，
WUでは「G25において開始前打音付きのトリルヘ変更

された」として，開始前打音付きのトリルが記されてい

る。NBAに従うと，譜例14のような奏法となる。

［61ソプラノ1拍目，4分昔符es2へのトリル

　NBAの批判報告によると，もともとのmは「G23とG

25において開始前打音付きトリルヘ校正された」と説明

され，また，WUの注解でも同様の指摘がなされている。

NBA，HU，EMB，WUの各版は開始前打音付きトリ
ルを採用している。奏法は譜例15のようになる。

　この伸はNBA，EMB，HUには無いが，WUには記
されている。WUの注解によると，「G25にのみ見られ

る」と説明されている。

［61テノール3拍目，4分昔符bへの紳

　この牌はNBA，HU，EMB，WUの各版に見られ，
奏法は譜例16のようになる。

［81バス2拍目，4つ目の8分昔符Bへの前打昔c

　［1］や［2］の前打音と同様に，NBA，EMB，HUには無

いが，WUでは前打音が記されている。

［81バス3拍目，付点4分音符esへの伸

　NBAの批判報告とWUの注解によると，この伸はrG

26のみに見られる」と説明され，EMBとWUは採用。

NBAも括弧付きで採用。HUには見られない。奏法は［2］

テノール3拍目の伸と同様。

［91一口01バス，dを結ぶタイ

　NBAの批判報告とWUの注解によると，この小節を

またぐタイは「H58に見られる」ものと指摘され，

NBA，EMB，HUでは記されていないが，WUでは編
者の補足として（点線で）示されている。

［101ソプラノ1拍目，付点4分昔符fis2への榊

　この脚はNMA，HU，EMB，WUの各版に見られ，
奏法は譜例17のようになる。

［川ソプラノ3拍目，付点四分昔符a1への前打昔（弧線

による記号）を伴ったトリル

　このトリルはNMA，HU，EMB，WUの各版に見ら
れ，奏法は譜例18のようになる。

岬H141バス，gを結ぶタイ

　NBAの批判報告とWUの注解によると，この小節を

またぐタイはrG24のみに見られる」ものと指摘され，

NBA，EMB，HUでは記されているが，WUには無い。
口41上声部，2分昔符の和昔91／d2／f2へのarpeggio

　このarpeggioはNBA，EMB，HUでは見られないが，

WUには記されている。WUの注解によると，このar－

peggioは「G25のみに見られる」と説明されている。

［141下戸部における装飾昔

　［14］ではNBA，HU，EMB，WUの各版ともに同じ種

類の装飾音が記されており，譜例19のように奏される。

口61ソプラノ1拍目，2つ目の8分音符es2への牌

　NBA，EMB，HUには無いが，WUでは彬が記され
ている。WUの注解によると，この牌はrG25のみに見

られる」記号と説明されている。この小節のソプラノに

は第1拍以外にも装飾音があり，NBAに従うと譜例20

のように奏される。

［161バス2拍目，4つ目の8分昔符cへの前打音d

　［1］［2］［8］と同様にWUでは前打音が記され，NBA，

EMB，HUには記されていない。

［191ソプラノ2拍目，付点8分昔符d2への紳

　譜例21のように，NBA，HU，EMB，WUの各版と
もに紳が記されている。奏法は，直前のeS2とスラーが

かかっているのでプラルトリラーとして奏される。

［201バス3拍目，付点4分昔符asへの伸

　この伸は，NBAでは編者の補足として小字体で記さ

れているが，EMBでは明確に記されている。一方，

HUとWUでは見られないが，［8］と相応する箇所なので

同様の仲を付けて演奏した方がよい。

［221ソプラノ最初の付点4分昔符h1へのトリル
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　WUの注解によると，このトリルは「G25において開

始前打音付きのトリルヘ変更された」と説明され，WU

では開始前打音付きのトリルとなっているが，一方，

NBAでは［4］と［10］の関連によって榊を採用している。

EMBとHUも牌である。筆者も同型の［41に従って牌と

して奏した。奏法は譜例14と同様である。

［231ソプラノ3拍目，付点4分音符d2へのトリル

　NBA，HU，EMB，WUの各版ともに開始前打音付
きのトリルが記されている。奏法は譜例18と同様である。

第4曲サラバンド

テンポとアーティキュレーションについて

　　♪＝±48　　　ソコロフ

　　♪：±54　　　ラソドフスカ

　　♪＝±60　　　ニコラーエワ

　　♪＝66－69　　　ワイセソベルク

　　♪＝±69　　　　リヒター

　　♪＝72－76　　　アルゲリッチ

　　∫＝±40　　　レオソハルト，ピノック

　　J＝40－42　　　アラウ

　　J＝42－44　　　グールド

　　J＝±46　　　アクセソフェルト．

　　J＝52－54　　　デームス

　　J＝56　　　　ケラー

　　J＝±60　　　ボドキー

　　J＝76　　　　ピショソフ（Andante）

　　J：80　　　　フソー二（Andante　con　moto）

　最も遅いソコロフの♪＝±48は，1拍をJに換算する

とJ＝±24となり，最も速いテソポの提案をしたブゾー

二のおよそ1／4の速さである。たしかに，サラバソドと

いう曲の特徴は荘重さにあり，緩徐なテソポが要求され

るが，しかし♪＝48や54では音楽の流れが滞ってしまう。

荘重さを基本としながらも，落ち着きのある歩みを求め

て，筆者はJ＝±40で演奏を行った。

　アーティキュレーショソについては，ポドキーは，

rZθgα云o，しかし，8分音符の長さの音が，より広い音

程で跳躍しているところは力o物〃o」と提案。ビショッフ

版は，［1］一［7］の左手8分音符をヵo肋〃o，［13］以降，左手

　通奏低音の8分音符を舳z　Zθgα〃o，［211以降の左手8

分音符を力o物〃oとしている。またブゾー二版は，左手の

8分音符を力o1伽oとしているが，曲全体についてはZθ紗

才oを基本としている。CD等においても，16分音符の流

れについては全てがZθg肋で奏しているが，一方，左手

の8分音符については，チェソハロ奏者の方は基本的に

は晦肋（そのうちアクセソフヱルトは跳躍音程を力0物〃0

斉 39

とするが，やはり全体的にはZ螂わ）。また，ピアノ奏者

については，1螂云o（もしくはZ螂歩oに近いヵoプ肋o）で奏し

ているのがデームス，アラウ，ニコラーエワで，力0肋云0

で奏しているのがグールド，アルゲリッチ，ソコロフ，

ワイセソベルクである。筆者は，16分音符をZθ鮒o，左

手の8分音符を力o物わで奏することによって，滑らかな

16分音符の流れとの問に対比をつけた。

楽譜中の音符と記号について

［41上声部3拍目，4分昔符91への前打昔al

WUの注解によると，この前打音はrG25にのみ見ら

れる」と説明されて，WUでは譜例22のように記されて

いるが，NBA，EMB，HUでは記されていない。CDで
は，リヒター，レオソハルト，アクセンフェルト，ピノ

ック，グールド，ソコロフがこのa1を奏している（レオ

ソハルト，アクセソフェルト，ピノックは反復後におい

てのみ）。

［5H61各小節の上声部2拍目に付けられた脚

WUの注解によると，この前打音は「G25にのみ見ら

れる」としてWUに記されているが，NBA，EMB，
HUでは記されていない。

171上声部3拍目，付点8分昔符f2への前打昔as1，［81中

声部2拍目，2分昔符es1への彬，［91上声部2拍目，3

つ目の16分音符b1への牌

　WUの注解によると，これらの装飾音はrG25にのみ

見られる」としてWUに記されているが，NBA，
EMB，HUでは記されていない。

n31一口61上声部のスラー

　NBA，HU，EMB，WU各版でのスラーの記入は，
譜例23のように微妙に相違が認められる。NBAの［13］1

拍目と2拍目および［15］の3拍目のスラーは，編者によ

る補足（点線）として書かれており，これらの点線部分

のスラーを取り除くとEMBと同一内容となる。WUの
注解によると，rオリジナル楽譜の彫版に彫られたスラー

は非常に不正確であり，統一されていない。この解釈は

演奏家に委ねられねばならない」と説明されており，ま

た，NBAの批判報告では，r彫版では彫り手がしばしば

短く掘った」ために，「全ての4音にスラーがかかって

はいない」と説明されている。

第5曲　ロンドー

テソポとアーティキュレーショソについて

　以下のテソポ数字は全て付点4分音符（1小節分）を

1拍としたものである。

　　±60　　　　　ポドキー

　　±66　　　　　アラウ
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63－72

±72

72－76

76

±76

±84

84

84－92

±92

96－112
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ラソドフスカ

（［16］まで63－66，それ以降69－72）

レオソハルト，アクセソフェルト

ニコラーエワ

ケラー

グールド，ソコロフ

リヒター，ピノック，デームス

ビショッフ（Vivace）

ブゾー二（Vivace）

アルゲリッチ

ワイセソベルク

　最も速いワイセンベルクの96から112までのテソポに

極端な幅があるのはアゴーギクによるものではない。演

奏が進むにつれて速くなっているのである。音楽的な根

拠が認められないので，これを参考にするのは取りやめ

た。軽快で華やかな動きに満ちたこの曲を表現するため

には，生き生きとした速さのテソボが要求され，筆者は

±84を自身の適切なテソポととらえて演奏した。

　アーティキュレーショソについては，ポドキーは，「8

分音符は3肋o肋，16分音符はψα3ク1昭α才o」と提案。ビ

ショッフ版，ブゾー二版，市田版は8分音符を曲6－

oα〃o．CD等でのチェンハロ奏者は，8分音符を8切㏄α一

云o，16分音符を〃o〃1螂〃o（ただしラソドフスカの8分音

符は長めで，通奏低音では1螂カoもしくはZ螂わに近い）。

また，ピアノ奏者の方は，16分音符についてはアラウが

Z昭肋だが，その他は皆〃oπZθ8α玄o，8分音符について

は8肋66α〃oを基本としている。ただ，楽曲構造・A－B－A－

C－A－D－AのD部分［81H88］では，他の部分とは明確に区

別するために，8分音符についても1螂玄oで奏する方法
が見受げられた。それは，楽譜ではビショッフ版，ブゾー

二版。そして，全てのチェソハロ奏者と，ピアノ奏者で

はデームス，アルゲリッチ，アラウである。これらを踏

まえて筆者は，軽快で生き生きとした曲想を表現するた

めに，16分音符を〃o〃Zθ鉢o，8分音符を3肋6αわで奏し

た。D部分については1螂わで奏することも検討したが，

滑らかな上声の動きとの対比を考慮して，左手の8分音

符をヵoグ肋oで奏した。

楽譜中の昔符と記号にっいて

［11上声部，最後の8分音符d2へのトリル

　NBA，EMB，WUではこのトリルは通常の牌である

が，HUでは上行接頭音付きのトリルとなっている。

NBAに従うと，奏法は譜例24のようになる。

［91上声部，最後の8分音符d2へのトリル

　WU，HUにはトリルは無いが，NBAでは編者による

補足として小字体で牌が記されている。また，EMBで

は通常の書体，つまり当然奏するべき脚として記されて

いる・ここは［1H81までの主題の反復部分に相半する箇

所であるので，［1］と同様に牌を奏する方がよい。［73］も

同様。

［18H19H201各小節の上声部3拍目，8分昔符b1への伸

　WUでは「G25のみに見られる」として伸が記されて

いるが，NBA，EMB，HUにはない。

［411上声部，最後の8分音符d2への㈱

　WUとHUには記されていないが，NBAでは編者によ

る補足（小字体）で鱒が，また，EMBでは明確に鍋が

記されている。この箇所は［33］一［401までの主題の反復部

分に相当するので，［33］と同様に㈱を奏する方がよい。

エ88］上声部，付点8分昔符fis1へのトリル

　このトリルはNBA，HU，EMB，WUの各版ともに
開始前打音付きのトリルとなっている。譜例25のように

奏される。

［961上声部，付点4分昔符g一への伸，［981上声部，4分

音符es2への前打昔f2，口061上声部，4分昔符es1への前

打昔f1

　これら3箇所での伸や前打音はWUのみに記されている。

WUの注解によると「G25のみに見られる」記号という。

第6曲カプリッチョ
テンポとアーティキュレーションについて

J＝92
J＝±92

J＝92－96

J＝±100

J＝100－104

J＝±108

J＝±112

J＝116－120

J＝120

J＝126

J：±132

J＝126－144

ケラー

アクセソフェルト

リヒター，ニコラーエワ

レオソハルト，ボドキー，アラウ

デームス

ラソドフスカ

ピノック，グールド

ソコロフ

ブゾー二（A11egro　con　brio）

ビショッフ（A11egro　con　brio）

アルゲリッチ

ワイセソベルク

　この曲の持つ特性，つまり冒頭主題のgLC2と開始す

る4度跳躍や，［3］でのes1－92とdLf2の10度跳躍，さら

には［11H14］の左手に見られる10度跳躍などの動きから，

活発なテソポが要求される。筆者はJ＝126を自身の適

切なテソポととらえて演奏した。

　アーティキュレーショソについては，ボドキーは「16

分音符はψα8㍑θg肋，8分音符の跳躍はすべて8肋o肋

だが，2度音程は力o肋わ」と提案。ビショッフ版，ブゾー

二版は共に8分音符を8肋oα〃o。チェソハロ奏者，ピア
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ノ奏者共に全てが16分音符を〃o〃1θgαチo，8分音符を

8肋6α〃0。特にグールド，アルゲリッチ，ニコラーエワ

の〃o〃1螂玄oは鋭く奏されている。前述した曲の特徴か

らも，筆者は16分音符を〃o〃1θ鋤o，8分音符を∫肋6α〃o

で奏した。

楽譜中の昔符と記号について

［61上声部，最後の昔

　この音は，譜例26のように，NBAとEMBではe2，

HUではes2，WUではg2となっている。NBAの批判報告

によると，「本来はg2だが［29］の中声部と同様に変更した」

と説明されている。また，g2を採用したWUでもその注

解で「しばしば見い出される異稿はe2（［291のテノール

部から類推して）またはeS2」と異同について説明され

ている。ところで，第！曲目［21］の上声部，最初の32分

音符をアラウはC3で奏していたことによって，彼の使用

した楽譜がNBA，EMV，HUいずれかの可能性がある

と述べたが，本箇所ではアラウはeS2を奏していた。つ

まり，このes2はHUの音であり，HUがアラウの使用し

た楽譜であることがほぼ確実となった。

［471中声部，2分昔符c1への前打昔dl

　NBA，EMBでは括弧付きで，またHUとWUでは明
確に16分音符の前打音d1が記されている。

1471下戸部2拍目，4分昔符Asへのモルデント

　譜例27のように，NBAとEMBでは通常のモルデソト

伸が，またWUでは「長モルデソト」29）と呼ぱれる反

復数の多いモルデソトが記されている。一方，HUでは

一見長モルテソト記号のようにも見えるが，垂直線が右

よりに記された記号，つまり，［紳］十［伸］の意味を

持つ結尾音付きトリルが記されている。

皿。おわりに

　以上，本稿ではJ．S．バッハの《パルティータ第2番》

の各曲について，テソポ，アーティキュレーショソ，お

よび楽譜の内容に焦点を絞って考察をすすめてきた。「主

題の表情は，それがアソダソテで奏されるかアレグロで

奏されるか，またピアノで奏されるかフォルテで奏され

るかよりも，どのようなアーティキュレーショソがおこ

なわれるかによって左右される面が多い」とケラーが述

べているように30），アーティキュレーショソの選択が

演奏する曲の性格を決定する重要な要素となっているに

もかかわらず，バッハが書き残した楽譜にはほとんど

アーティキュレーショソは示されていない。当時の演奏

者にとっては当然であったかもしれないことも，270年

もの年月が経った現在ではいっそう複雑に思える。組曲
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の場合，各舞曲のスタイルによってある程度のテソポや

アーティキュレーショソが決まってくるとはいえ，今回，

CDとレコードを合わせて12人の演奏を聴いてみると，

それらの演奏は様々であった。ある奏者がZθ財oで奏し

た箇所も，他の奏者では〃o〃Zθg肋となる。また，テソ

ポについても緩徐な曲では，速めにとらえて弾く奏者と

ゆっくりと弾く奏者との問には4倍もの開きがあった。

いずれにせよ，演奏する者にとっては何らかの決断をし

なければならない、アーティキュレーショソは常にその

曲の性格とテソポにも密接に関連しており，その決断の

ためにはポドキーによる以下の提案が一つの方向を示し

ている。

　「α〃螂・0の曲では，ノソ・レガートないしはスタッカー

　トの奏法が適当である。α伽gケ0の曲では，一般にレガー

　トの雰囲気が優位である。榊o伽肋の場合は近接する

　音程（2度と3度。しかし，3度の場合には例外があ

　る）がスラーとなり，離れた音程はノソ・レガートと

　なる。」31）

　また，楽譜の検討については，本稿の冒頭でも述べた

ように，筆者のリサイタルヘ向けて使用した楽譜は

NBAであり，本稿ではNBAとその他3種の原典版，

HU，EMB，WUとの間で比較考察を行った。そこでの
主な点は音と装飾音の違いについてであり，それらの奏

法も提示してきた。

　その結果，各版の特色として認められたことは，

EMBについてはNBAを底本として作られていた点であ

る。それはEMBとNBAがほぼ同じ内容だからである。

若干異なる点は，第一に，EMBの編者が指使いを付け

加えたこと。このことによって，EMBが実用的な意味

で作られた原典版であることが分かる。第二に，NBA

では編者による補足の意味で，括弧が付けられたり小さ

な字体で記されていた記号が，EMBでは当然奏するべ

きものとして示されていた点である。それらは，クーラ

ソト［8］での伸，ロソドー［9］での鮒，同［41】の鱒，同［73］

の鮒であった。

　次にHUについては，筆者は本稿の考察に入る前に手

元に3種のHUを用意し検討してみた。それらは全て同

じ編者によるものであり，最初のHUは1952年に出版の

もの。・二番目と三番目はいずれも1979年の出版と記され

ているが，しかし，《パルティータ第6番》の最終曲ジー

グの終止線下を見ると，二番目のHUには‘‘K”のアル

ファベットの文字が，また，三番目には‘‘O”の文字が

印されている。最初のHUでは‘‘F’’であるので，細か

な改訂が行われてきた印なのかもしれない。いずれにせ

よ，1952年のHUと1979年のHUとの間には音や装飾音
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　　　ハソハ　コルトベルク変奏曲＆6つのパルティータ

　　　カール・リヒター（Cem．）

　　　TELDEC　4509－979904．1960／1996

　J　Sハソハ　パルティータ（全曲）BWy825－830

　　　グスタフ・レオソハルト（Cem．）

　　　BMG　BVD－1643－44．1964／1997

　　バッハ：パルティータ全集

　　　エディット・ピヒト＝アクセソフェルト（Cem．）

　　　Camerata　20CM－464．1980／1997

　　バッハ：パルティータ（全曲）

　　　トレヴァー・ピノック（Cem．）

　　　ARCHIV　F66A－50059．1984／1985

　　グレソ・グールド・エディショソ＜20＞

　　　バッハ：パルティータ（全曲）／プレリュード＆

　　　　　　　フゲッタ集

　　　グレソ・グールド（Pf）

　　　SONY　RECORDS：SRCR9494．！959／1994

　J．S．バッハ：《パルティータ》全6曲

　　　イヨルク・デームス（Pf）

　　　PLATZ：PLCC601．1974／1993

　　バッハ：パルティータ第2番他

　　　マルタ・アルゲリッチ（Pf）

　　　Duetsche　Grammophon　F28G22068．1979／1980

　　バッハ：パルティータ全集

　　　タチアナ・ニコラーエワ（Pf）

　　　Victor：VIC4135．1980／1982

　J．S．バッハ：フーガの技法ノ／パルティータ第2番

　　　グリゴリー・ソコロフ（Pf）

　　　OPUS1110PS52－9117．198211991

　　THE　FINAL　SESSIONS　VOLUME4，BACH
　　　CLAUDIO　ARRAU（Pf）

　　　PHILIPS　438101－2．1991／1993

　　バヅハ：パルティータ全曲

　　　アレクシス・ワイセソベルク（Pf）

　　　東芝EMI　AA－9599C

7）本稿では小節番号を次のように表記した。

　　［1］…第1小節目

　　［1H2］・第1小節から第2小節

8）CDなどからテソポを聴き取る際には，ヤマハ杜製

のメトロノーム，「MW－1OO」を使用した。た牟し，

実際の演奏は，大なり小なり，アゴーギクをつけた

ものとなっているので，厳密にはメトロノームの機

械的なテソポ表示を押し当てるわけにはいかない。

本稿で示したテソポは，一つの目安として理解して

いただきたい。したがって，仮に大きくアゴーギク
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　をかけているような演奏では，この表示と大きくず

　れる場合があることをお断りしておく。

9）Tat’yana　N1ko1ayeva，1924－1993

10）Grigory　Soko1ov，1950－

11）Wanda　Landowska，1879－1959

12）A1ex1s　We1ssenberg，1929－

13）Kar1Richter，1926－1981

14）Trever　Pinnock，1946－

15）C1aud1o　Arrau，1903－1991

16）Martha　Argerich，1941－

17）本箇所以下，ケラー（Hemam　Ke11er，1885－1967）

　によるテソポなどの提案は下記の著書より引用。

　　ハッハのクラウィーア作品，へ1レマソ　ケラ　著，

　東川清一・中西和枝訳，音楽之友杜，267－268．1972

18）GustaY　Leonhardt，1928－

19）Ed．1th　P1cht－Axenferd，1914－

20）Ferrucio　Busoni，1866－1924

21）本箇所以下，ボドキー（Erwm　Bodky，1896－1958）

　によるテソポとアーティキュレーショソの提案は下記

　の著書より引用。

　　ハソハ鍵盤曲の解釈，アーウィソ　ボドキ　著，千

　蔵八郎訳，音楽之友杜，353－356．1976

22）Hans　B1schoff，1852－1889

23）G1enn　Gou1d，1932－1982

24）Jorg　Demus，1928－

25）本箇所以下，NBAの批判報告からの引用は下記の

　著書によっている。

　　Johann　Sebast1an　Bach，Neue　Ausgabe，

　　　Samt11cher　Werke，Ser1e　V－Band　l

　　　Erster　Tei1der　K1avier廿bung

　　　Kr1tscher　Ber1cht　von　R1chard　Doug1as　Jones

　　　B直renreiter－Ver1ag，57－59．1978

　　また，引用文中の「G23」をはじめ，「G＊＊」，「H＊＊」

　などの記号は，同上書による《パルティータ》の資

　料記号を意味し，詳細は9－50頁を参照。

26）本箇所以下，WUの注解からの引用は，前掲楽譜の

　56－57頁によっている。

27）アクセソフェルトの指摘はWUの59－65頁（日本版

　は60－67頁）の‘‘zum　Vortrag’’（「演奏に関して」）か

　ら引用。

28）前掲書，64頁参照（目本版は66頁）。

29）バッハの装飾音，ウォールター・エマリ著，東川清

　一訳，音楽之友杜，25－27．1975

30）前掲書，41頁参照。

31）前掲書，246頁参照。
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